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ージに掲載。新規申請は４月８日㈪
から(事前に電話で要問い合わせ)ID
1014009mi２月29日㈭必着の、郵
送で、〒206－0025永山１－５ベルブ
永山３階教育振興課☎(338)6930へ

土壌改良材を配布します

d３月２日㈯・３日㈰午前９時～正
午t市内在住者、市内各自治会、団
地・マンション管理組合配布量土の
う袋(約６kg)３袋まで備考申し込み
は１世帯(１団体)１回のみ。当日、
インターネット手続きの場合は申し
込み完了時に通知される受付番号、
往復はがきの場合は返信はがきを受
け付けで要提示。申込者本人にのみ
配布(代理受領は不可)ID 1013902m 

ib２月22日㈭までに、公式ホーム
ページのインターネット手続きまた
は往復はがきの往信欄裏面に住所・
氏名(団体名)・電話番号、返信欄宛
名面に住所・氏名(団体名)を記入し、

〒206－0024諏訪６－３－２エコプ
ラザ多摩内資源循環推進課☎(338) 
6836へ

永山複合施設駐車場の指定管理
者が決定しました
指定期間４月１日～令和11年３月31
日指定管理者新都市センター開発㈱

(鶴牧１－24－１)ID 1012949i永山
公民館☎(337)6661

令和６年４月１日から相続登記
の申請義務化スタート！全国一
斉“遺言・相談”「電話」相談会
d２月17日㈯午前10時～午後４時電
話番号日本語専用ダイヤル＝☎0120 

(339)279、外国語専用ダイヤル＝☎
0120(442)333(多言語での相談可)後
援法務省、総務省備考電話は当日
のみ通話可i・主催日本司法書士会
連合会☎03(3359)4171

防災行政無線を用いた全国一斉
のＪアラートの情報伝達訓練を
行います
d２月９日㈮午前11時ごろ方法市内
112カ所に設置の防災行政無線から
一斉に放送放送内容［チャイム］＋

「これはＪアラートのテストです」×
３回＋「こちらは、防災多摩です」＋

［チャイム］確認方法自動音声応答
電話番号(アンサーバック)☎050(54 
33)9162、放送内容確認専用サイト
URLhttps://tama-city.site.ktaiwor 
k.jp/ 参照(夕焼けチャイムなどの
定時放送を除く。放送内容確認サイ
トは過去の内容も掲載しているため、
要日時確認)ID1012896i
防災安全課☎(338)6802

日本年金機構から国民年金の社
会保険料控除証明書が送付され
ます
　令和５年10月３日～12月31日に国
民年金保険料を初めて納付した方で、
郵送を希望した方には２月６日㈫以
降、電子送付を希望した方には１月
26日以降に送付されます。なお、令
和５年１月１日～10月２日に納付し
た方は、昨年送付済みです。
備考確定申告などの手続きの際に必
要となるため、要保管。紛失した場
合は再交付可 ID 1001948iねんきん
加入者ダイヤル☎0570(003)004(ナ
ビダイヤル)、050から始まる電話の
場合＝☎03(6630)2525

国民年金保険料の前納制度をご
利用ください
　国民年金保険料をまとめて前払い

(前納)すると割り引きされます。口
座振替による前納は、クレジットカ
ードや納付書より割引額が多くなっ

ています。
備考３月以降に申し込むと、年度途
中からでも前納可。詳細は、府中年
金事務所へ要問い合わせ ID 1001961 
mi令和６年４月から口座振替・ク
レジットカードでの前納希望者は、
２月29日㈭までに、直接、府中年金
事務所☎042(361)1011へ

献血にご協力ください

　現在、A型・B型・O型の400㎖献
血が足りていません。輸血を必要と
する患者さんの命を守る献血に、ご
協力をお願いします。
d２月11日㈷午前11時30分～午後４
時b永山公民館ギャラリー ID 10119 
45i東京都赤十字血液センター立川
事業所☎042(529)0405

令和６年度交通災害共済「ちょ
こっと共済」にご加入ください
　交通事故による入院・通院日数に
応じて、見舞金を受けられる助け合
いの制度です。
共済期間令和６年４月１日～令和７
年３月31日(４月１日以降に申し込
みをした場合の開始日は、申込日の
翌日)t共済期間の開始日に、都内
の市町村に住民登録している方会
費・見舞金Ａ コ ー ス ＝ 年 額1,000
円・最高300万円、Ｂコース＝年額
500円・最高150万円備考加入受付
場所などの詳細は、ちょこっと共済
URLhttps://chokottokyosai.jp/ 参
照 ID 1001731mインターネット手続
きまたは直接、加入受付
場所へi道路交通課☎(3 
38)6826

令和６年度に学校開放施設など
の継続使用を希望する団体は登
録手続きを行ってください
　学校開放施設を使用する場合は毎
年登録が必要です。
t定期・不定期利用の継続を希望す
る団体備考申請書類は公式ホームペ

　３月20日号の原稿受け付けは２月６
日㈫～14日㈬、４月１日号の原稿受け
付けは２月19日㈪～27日㈫です(先着
30団体)。掲載には条件あり(掲載規定
参照)。掲載規定・掲載用紙は公式ホ
ームページに掲載の他、市役所３階秘
書広報課、聖蹟桜ケ丘駅・多摩センタ
ー駅各出張所、永山公民館で配布 ID
1005206
※ 詳細は各連絡先へ。市は関与しません

会員募集 ※場所は、主な活動場所です

笑顔のおりがみクラブd月２回第1・

3水曜日10:00～12:00b二幸産業・NS 
P健
けんこう

幸福祉プラザtどなたでもs入会
金(無料)、2カ月会費(1,500円)i☎080 

(5543)0904中尾
東京多摩プロバスクラブd毎月第１水
曜日13:30～15:30b関戸公民館学習室
ほかt原則、女性50歳以上・男性60歳
以上の市内・近隣市在住者s入会金(無
料)、6カ月会費(12,000円)備考内外プ
ロバス会員間の交流・親睦iak.ito.
skyy.g@gmail.com 伊藤健一
桜ヶ丘クラシックアンサンブルd毎月
第2土曜日17:00～21:00bゆう桜ヶ丘
t18歳以上の方s入会金(無料)、年会
費(8,000円)備考クラシックからポッ
プスまで演奏範囲は多彩。楽器も管楽

器、弦楽器は問いませんiak.77.yas 
aka@gmail.com 八坂
桜ヶ丘公園雑木林ボランティアd毎週
土曜日9:30～12:00b都立桜ヶ丘公園
t18歳以上の方s入会金(無料)、年間
ボランティア保険料(700円)備考雑木
林の維持管理、谷戸田の景観回復など

〔3/2㈯応募者説明会開催〕i☎(339)07 
45谷村信弘
多摩市合唱団体連絡会d不定期b関・
一つむぎ館などt市内・近隣で活動す
る合唱団s入会金(無料)、年会費(1,500
円)備考7/7㈰にパルテノン多摩大ホー
ルで第51回多摩市合唱祭を開催。参加
を希望する団体は要登録iaawatsu 
0636@yahoo.co.jp 粟津

催し案内
詩吟の無料体験会d2/10㈯13:15～15: 
45b永山公民館創作室s無料備考お気
軽にご参加ください(初心者歓迎)i岳
精流永山詩吟の会☎090(7946)0300藤村
講演会　鎌倉街道が国の史跡になった
毛呂山町d2/12㈪13:30～16:00(13:00
から受け付け)b関戸公民館大会議室
s500円備考申し込み不要(定員90人)i
歴史古街道団☎090(3315)2381みやこ
19周年213回参加型うたごえランドd 

2/18㈰14:30～16:00b永山公民館ベル
ブホールs1,000円備考ゲスト＝高橋
初花氏(ソプラノ、藤原歌劇団)iうた
ごえランド☎(371)7397石橋

　人と和のために仕事をし、企業
や市民とともに都市の社会環境問
題を解決する会社HITOTOWA
INC.代表取締役の荒昌史氏を講
師としてお招きし、基調講演を行
います。他にも、HITOTOWA 
INC.のシニアディレクターでも
あり、(一社)ニューマチヅクリ
シャ代表理事として、市内で公共
空間を中心としたコミュニティづ
くりなどの活動を行っている寺田
佳織氏、多摩市長を交え、パネル
ディスカッションを行います。
d２月17日㈯午前10時～午後０時
30分bLINK FOREST３階研修

室(鶴 牧３－５－３)c60人(会 場
先着順)n再生推進会議からの報
告〔報告者＝西浦定継氏(明星大学
建築学部建築学科教授)〕、基調講
演「世代を紡ぐネイバーフッドデ
ザイン～ひばりが丘団地の事例か
ら～」、パネルディスカッション

〔コーディネーター＝松本真澄氏
(東京都立大学都市環境学部建築
学科助教)、パネリスト＝荒氏、
寺田氏、多摩市長〕備考当日の様
子は、後日YouTube多摩市公式
チャンネルで配信m当日直接会場
へ ID1013346i都市計画課☎(338) 
6959

多摩ニュータウン再生プロジェクト多摩ニュータウン再生プロジェクト
第11回シンポジウム第11回シンポジウム
多世代が安心して暮らせるまちづくり、多世代が安心して暮らせるまちづくり、
世代循環のまちづくり世代循環のまちづくり

▲荒昌史氏


